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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

· 勤続5年の職員へ海外研修の案内が来ています。8/7までに各ＩＯＯ、ＡＯＭへ参加・不参加届けを提出して下さい。又、自費参加希望者の申し込みも8/7までとなっています。

· 1階の入浴について、今後、暑い日はシャワー浴を行っていきたいと思います。午前は9：30～11：00、午後は13：45～16：00で行っていきましょう。

· 日精協の学会が11月に高松で行われます。

＜患者様連絡事項＞

· 中村　マス様～肩の痛み訴えありアスモロール200ｇ処方となっています。日常生活　　

に支障がないか観察をしていきましょう。

· 紫葉　雪雄様～排便3日なく下剤（センナリド2Ｔ）が本日の寝る前より5日分臨時　　

処方となっています。腹部状態、排便状態の観察を行っていきましょう。

主治医より施設入所の話があります。御家族面会時に介護保険の申請を勧めていきましょう。

· 井上　健次様～8月末に自宅へ退院をする予定です。自宅がバリアフリーであり今後　　

は車椅子中心での生活となります。積極的な歩行訓練は行わず個別プログラムにてＡＤＬの低下防止、筋力の維持に重点をおいたアプローチを行っていく予定です。減薬中の為、てんかん発作、転倒に注意をして見守りをしていきましょう。

· 助川　幸雄様～千葉から長女様が27日に来る予定です。現時点で認知症に関連した問　　

題行動はみられず身体管理が主であり、今後の治療（施設入所も含め）に関して27日、15：30～主治医面談を行う予定です。現在、介護度1であり区分変更が必要であることも御家族へ伝えて下さい。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・工藤　豊様　Ｎｓ…落ち着きに欠け、徘徊、椅子を積み上げる、介入時の易怒性など目立つようになってきています。

　　　　　　　Ｄｒ…服薬調整してみます。

・和田敦子様　Ｎｓ…今後について施設やグループホームへの入所はどうでしょうか。

　　　　　　　Ｄｒ…いいと思います。

　　　　　　　Ｎｓ…現在、南山苑だけの申し込みである為、グループホームなどへの入所申し込みも依頼していきます。

・古川徳一様　Ｎｓ…6月の血液検査にてアルブミンが2.8と低値できています。　

　　　　　　　Ｄｒ…全身状態に変化が見られていない為、1ヶ月程経過をみてきます。

＜ユニットケア基準評価・検討＞

Ａ・Ｂユニット

　ケア基準通り動けてはいる。高齢の患者様が増えてきていることもあり援助を要する場面が多くなってきている。過剰介護はせずできることはやって頂き残存能力の維持、低下防止に努めていく。

7/22（水）生活機能回復訓練報告・検討

· 紫葉　雪雄様～歩行評価実施。若干のふらつきあります。近位見守りで可能ですが、　

転倒には十分注意が必要です。意思疎通が図れない事もありますが、促しを聞き入れてくれることもあるので、歩行練習への拒否はありません。しかし、昨日は一人で歩かれていることがあったので、所在の確認を行っていきましょう。現在、スリッパを履いており転倒の危険があります。今後、バレーシューズなどに変えて頂くようにを御家族へ依頼していく予定です。

· 慶長　節子様～プログラムへの参加が増えています。体操もスタッフを見ながら行う

事できていますし、レクの説明も了解して行えています。今後も継続して参加して頂けるよう促していきましょう。

· 井上　健次様～プログラムへの参加は、日によってまちまちで、理解良く取り組めて

いる事もあれば、全く反応ない事もあります。話し出すと、保続が見られ、同じ事を繰り返して話しています。質問に対しての返答も曖昧な事があり、認知症状の低下が著明です。説明には理解を示す事もありますが、不十分なことが多いです。視覚障害もありますので、介助時には注意していきましょう。







